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Research Abstract

モータータンパク質ミオシンの化学・⼒学エネルギー変換メカニズムを解明するため、化学反応(ATP加⽔分解反応)に共役した構造変化をミオシン1分⼦で同時に計測することを⽬的とし
て研究を⾏った。 
対物レンズ型のエバネッセント場照明顕微鏡を構築した。蛍光性ATPアナログCy3-ATPを使った化学反応を可視化するため、また、Cy3で標識してミオシン1分⼦を可視化するために励起
には半導体レーザー励起のNb:YAGレーザーを使⽤した。同じレーザーで蛍光⾊素BODIPYFLで標識したアクチンフィラメントも観察する。Cy3とBODIPY FLの蛍光はダイクロイックミ
ラーで分離し同じ観察が可能な光学系とした。この顕微鏡を使うことによりCy3-ATPを使った1分⼦ATP加⽔分解反応の可視化が可能となった。その確認のため、ミオシンと同じモーター
蛋⽩質分⼦であるATP合成酵素F1による1分⼦ATP加⽔分解反応可視化を⾏った。 
ミオシン分⼦をガラス表⾯に固定する⽅法の改良を⾏った。ミオシンの化学反応と⼒学反応を同時に観察するためにはミオシンの活性を失わずにガラス表⾯に固定しなければならない。
従来は洗浄のみのガラス表⾯か、化学的に疎⽔処理されたガラス表⾯にミオシン分⼦を固定していたので、活性が失われる場合が多かった。これはガラス表⾯と蛋⽩質分⼦が直接相互作
⽤することによる。そこで、本研究ではガラス表⾯にアガロースをスピンコートし、その表⾯に蛋⽩質分⼦を固定とした。この固定⽅法では蛋⽩質分⼦の活性は保たれたままであった。 
蛋⽩質1分⼦とアクチンフィラメントを同時に観察する光学系が構築でき、蛋⽩質分⼦をガラス基板に固定する⽅法も開発することができた。この技術とAFMを組み合わせ、今後は化学反
応中の構造変化を計測していく。
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